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はじめに 

 

農薬は安定した食物生産に有効な資材であるが、農耕地系外に流出した場合には非標的生

物へ悪影響を与える懸念がある。特に日本の農業は水田を中心としており、そこで使用さ

れた農薬は灌漑水を通じて河川に流出しやすいという特徴を持っている。そこで、農薬取

締法に基づく「水産動植物の被害防止に係る農薬登録保留基準」により、農薬の水産動植

物に対するリスク評価に基づいた基準値の設定が順次進められている。 

 現行の制度では、水産動植物への影響について、農地から流出した農薬の環境中濃度が

指標生物種に対する毒性値を超えるかどうかを評価している。しかし、従来の農薬が広範

囲の生物に毒性を示した一方、近年、より選択性の高い農薬が開発され、ごく特定の生物

種にしか効果のない農薬が使用されるようになってきた。この場合、従来の代表的な指標

生物種に対する試験では毒性が現れないため、生態系の中で影響を受けやすい生物種への

影響を把握できないことが懸念される。一方欧米諸国では、統計学的な手法を活用して毒

性評価や環境中濃度の予測の課題に対応するため、定量的かつ信頼性の高い高度評価手法

が検討され、リスク管理施策への活用が進められている。幅広い生物種への影響を評価で

きること、影響を定量化できること、これまで行われてきた室内毒性試験の結果を有効活

用できること、等の点から種の感受性分布（Species Sensitivity Distribution, SSD）とい

う概念を用いて生物多様性への影響を評価することが有効であると考えられた。 

 本技術マニュアルは、この種の感受性分布を活用して解析を積み重ね、手法論的な検討

を行ってきた結果を、技術的な観点からまとめたものである。本技術資料によって、種の

感受性分布に対する理解や活用機会が広がり、リスク評価やリスク管理がより高度化され

ることを期待する。 

 

 

 

  

【表紙画像解説】（3.1.節参照） 

対数正規分布の累積分布：（A）対数標準偏差=2 に固定し、対数平均を 0, 2, 4, 6, 8 と

変化させた場合の分布；（B）対数平均=4 に固定し、対数標準偏差を 0.5, 1, 2, 3, 4 と

変化させた場合の分布。種の感受性分布においては、対数平均が高いほど相対的な毒性

が低いことを意味し、対数標準偏差が高いほど種間の感受性差が大きいことを意味する。 


